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緊急時対策支援システム（ＥＲＳＳ）伝送デー の一部誤りについて
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≪事象の概要≫

女川原子力発電所から原子力規制庁へ伝送しているERSS常時伝送デー のう
ち，ERSSデー セン ー１側のデー の一部（１号機のデー ５点）に誤りが
あることを確認した。

本来アナログ値が伝送されるところ，接点信号（１または０）が 伝送されて
おり，伝送プログラムの一部に誤りがあることを確認した。

なお，誤りがあるのはデー セン ー１側のみで，デー セン ー２側は正し
い値が伝送されている。また女川２・３号及び東通１号の伝送デー に誤りがな
いことを確認した。

アナログ値 アナログ値

アナログ値 接点信号「1」

アナログ値 アナログ値

1号機 放水口モニ
伝送値： ２６７CPM

一部誤り一部誤り

正常正常

1号機 放水口モニ
伝送値： １CPM

原子力規制庁

データ誤り伝送項目

（１）１号機 放水口モニタ
（２）１号機 ＩＲＭ（Ｃ）レベル
（３）１号機 ＩＲＭ（Ｄ）レベル
（４）１号機 ＩＲＭ（Ｅ）レベル
（５）１号機 ＩＲＭ（Ｆ）レベル

データ誤り伝送項目

（１）１号機 放水口モニタ
（２）１号機 ＩＲＭ（Ｃ）レベル
（３）１号機 ＩＲＭ（Ｄ）レベル
（４）１号機 ＩＲＭ（Ｅ）レベル
（５）１号機 ＩＲＭ（Ｆ）レベル

接点信号「1」

情報収集計算機
サーバー

令和2年6月１９日

東北電力株式会社



伝送デー 二重化工事※１ の流れ（業務プロセス）

電

力

メ
ー
カ
ー

MPをサーバー
にインストール

マスタープログラム
（MP）

プログラム
作成

システム
設計

プログラム
間違い発見

工場技術員B工場技術員A

正しい修正作業の流れ

品証試験員

テスト

品質記録工場試験手順書

サーバーのプログラムを
直接正しい状態に修正

【原因①】

現地試験員

電力担当

サーバー サーバー サーバー サーバー

伝送
開始

工事要領書

現地工事に関する関与

工事要領書 承認 工事報告書 承認

工場総合試験に関する関与調達・設計に関する関与

購入仕様書作成
（要求事項）

詳細設計図書 承認
（要求事項の反映確認）

工場試験手順書 承認
（設計検証）

品質記録 承認
（設計検証）

工事報告書

現地試験

工場技術員A

MPの整合性をチェックしていなかった
【原因②】

［メーカー工場内］ ［発電所内］

全デー 確認対象

総合試験

※２ テスト・総合試験において，各種操作を実施していることから，プログラムをリフレッシュ（初期状態）させるために実施

※１ プラントデー を，本店サーバー経由で送付するルートと，発電所の情報収集計算機を経由して送付するルートの計２ルートを確立

要求事項に基づく設計
であることを確認

総合試験（電力による品質記録
確認対象）後，未修正のMPを
再インストール※２

MPの整合性をチェック
していなかった【原因②】

入出力データの比較
によりデータが正しく
伝送されることを確認

設備図書購入仕様書

抜き取りにて実施※３

※３ プロセス計算機から情報収集計算機へのインプットデー については抜き取りにより，情報収集計算機からＥＲＳＳへのアウトプットデー については全数の確認を実施

令和2年6月19日

東北電力株式会社
女川原子力発電所におけるＥＲＳＳ伝送デー の一部誤りに係る原因と対策について（１／２）

［ 各業務プロセスにおける電力の関与］



原因

対策

メーカー 電力

①

プログラムの修正が必要となった際，

本来マス ープログラムを修正すべきと

ころ，直接サーバーのプログラムを修正

した。

直接サーバーのプログラムを修正で

きないよう，システム上のアクセス

制限を設ける。

現地試験時，総合試験で確認したもの

と同じプログラムを用いた製品である

ことを確認する。

②

マス ープログラムを再インストール

する際，サーバー内プログラムとマス

ープログラムの整合性をチェックする

方法がなかった。

総合試験で使用したサーバーのプロ

グラムとマス ープログラムが同一

でなければ再インストールできない

ようシステムを改造する。

女川原子力発電所におけるＥＲＳＳ伝送デー の一部誤りに係る原因と対策について（２／２）


